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発表内容

•デブリ除去のコンセプト

•除去衛星の概要

•ミッションシナリオ

•実現への問題点

•まとめ
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除去の対象となるデブリ
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推進装置　あり 推進装置　なし

大型のデブリ 小型のデブリ

Active Debris 
Removal

提案する手法Post Mission 
Disposal
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デブリ除去のコンセプト

デブリ

大気
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デブリ除去のコンセプト

落下
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デブリ除去のコンセプト

周囲より密度の
高い空間

デブリ
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デブリ除去のコンセプト

周囲より密度の
高い空間

デブリ

落下
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実現可能性の検討

アルミニウム エアロジェル

直径10 cm 厚さx cm
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実現可能性の検討

h km
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減速モデル
•大気抵抗

•低密度材料を気体と見なし，気体を通過する際の抵抗を
模擬したもの

•引張強度による抵抗

•低密度材料を破壊しながら進むことによる抵抗

•アブレーション

•デブリの蒸発による質量の減少
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実現可能性の検討

落下 捕獲
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（近地点高度90kmの
軌道に軌道変換）

（相対速度が一致）
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除去システム

ミッション機器
エアロジェェルパネル
ダストディィテクター

形状
円筒形状

直径 10 m

高さ 10 m

エアロジェル厚さ 0.1m

質量
エアロジェル 640 kg

バスシステム 360 kg

想定軌道
高度 800 km

軌道傾斜角 98.6 deg
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運用方法

• Background Debris

• Breakup Event

• Escort Spacecraft
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BACKGROUND DEBRIS
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BACKGROUND DEBRIS
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BREAKUP EVENT
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BREAKUP EVENT
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ESCORT SPACECRAFT

主衛星

escort spacecraft
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ESCORT SPACECRAFT
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検討すべき問題点

•使用する低密度材料

•衛星の姿勢安定

•展開方法
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低密度材料の選定

材料
密

(k

密度
kg/m3)

利用実績 安定性
支持部材
質量

コスト

エアロジェル ◎ 1-100 ◎
ダスト回収

(MPAC, STARDUST)
△ △ △

ポリイミド
フォーム

◎ 1-100 ◎
ダスト回収

(MPAC, シャトル)
◎ ◎ ◎

スタック
フォイル

○ 10-100 ◎
受動的ダスト計測

(LDEF)
◎ ○ ◎

気体 ○ 10-100 ○ ダスト検出センサー
(Pioneer 10, 11)

◎ △ △
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衝突実験
•実験目的

•低密度材料の減速効果を確認する

๏予備実験

•発泡スチロール

๏本試験

•ポリイミドフォーム

•スタックフォイル
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実験装置
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高圧タンク 発射管

ガイドレール

チャンバー

(c) 九州工業大学

高速度カメラ
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予備実験条件
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ターゲット

材質 発泡スチロール

サイズ 20 cm 立方

質量 80.2 g

密度 10 kg/m3

プロジェクタイル

材質 アルミニウム合金

直径 15 mm

質量 4.9 g

予備実験結果
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Theoretical
Experimental

This document is provided by JAXA.



宇宙航空研究開発機構特別資料　JAXA-SP-10-011330

まとめ

低密度材料を用いた新たなデブリ除去方法を提案した
衝突予備実験により，減速効果を確認した

今後の予定
より詳細なミッション解析
衝突実験の解析
展開機構の検討
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